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  本論⽂は以下の 5 章により構成される。 















































 最後に、第 5 章では本研究で得られた結果をまとめた。 
 本研究によって、従来の熱流・スピン流・電流変換現象の理解を超えた、新たな熱流⽣成
現象の発⾒・開拓が遂⾏された。これまでは、熱⽣成現象の観測には⾼度な測定技術を要す
るという研究障壁が⽴ちはだかっていたが、本研究により動的サーモグラフィ法による熱
可視化⼿法が確⽴されたことで、更なる研究領域開拓の可能性が導かれた。本論⽂で⽰した
スピンペルチェ効果と異⽅性ペルチェ効果の開拓はその先駆けとなる研究成果であり、熱
流・スピン流・電流変換現象の体系的構築に向けた重要な指針となる。 
 
 
